




























改良土とは

 脱水、乾燥、粒度調整および安定処理を行い、その性状を改良した発生土を
 総称して「処理土」という。このうち、セメント系や石灰系の改良材等を混
 合し、土の性状を化学的に改良することを「安定処理」といい、安定処理さ
 れた土を「改良土」という。

１．改良土（生石灰を用いた改良土）の土中でおきる固化反応のしくみ

 ａ．生石灰が土中の水分と瞬時に水和反応し、水分吸着を行いながら発熱に
   よりさらなる水分を蒸発させて膨張する。
   その時の水分吸着量は生石灰1ｔに対して320ｋｇで、発熱による熱量は
   生石灰1ｋｇ当たり280kcalの熱エネルギーを出している。

 ｂ．改良していない土の粒子の周りは、マイナスイオンで覆われていて土の
   粒子同士がマイナスイオンにより電気的に反発しあいすべりあって流動
   化している為、凝集、固結できない状態にある。生石灰の混入により、
   生石灰のカルシウムイオン（プラスイオン）と土のマイナスイオンとの
   間で交換反応がおきて、土粒子の周りにプラスとマイナスのイオンがで

きて土の粒子同士が電気的に結びつき、凝集して2～5cmの小塊となる。
   （団粒化）

 C．土中水分と反応した生石灰が消石灰に変わり、土の主成分であるシリカ
   やアルミナなどと化学反応をおこす。(ポラゾン反応)その結果、様々な
   カルシウム化合物を形成して土粒子を安定した状態で団結する。

 ｄ．土中の炭酸や空気中の炭酸ガスと反応して土の性状をさらに安定した性
   状に変えていく。（炭酸化反応）

また、この反応は何度でも繰り返し行われ長期強度は増大していく。（再
   炭化反応）
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２．改良土の性状の主な特徴

 ａ．含水比の低下により作業性を向上させる。また、一旦含水比が下がった
   改良土は炭酸カルシウムの皮膜を形成し雨水などを浸透させにくいため、
   軟弱にならない。

 ｂ．土粒子の凝集、団粒化により電気的作用による流動化を防ぎ、作業性や
   地盤の支持力を向上させる。

 C．化学反応により固結し緻密化した土は、一軸圧縮強度や締固め密度の特
性が向上する。また、一旦固結した団粒は壊れにくいため長期にわたり

   強度の安定を有する。

 ｄ．早期強度発現により、現場での施工性や作業効率が向上する。

 ｅ．セメントの固化原理と違い物理的に固めないため、再掘削が可能である。

 ｆ．アルカリ性を示すため、雑草などが生えにくい。
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